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[はじめに] 有機 ELの応用の一つとして透明有機 ELがあり、ヘッドアップディスプレイ等の

実現が期待されている 1)。特性上の課題としては、透明陰極からの電子注入の向上が挙げられる。

Indium-Tin-Oxide (ITO)や Indium-Zinc-Oxide (IZO)等は仕事関数が高く、陰極として十分な電子注入

が得難い。これまで我々は、ITO からの電子注入向上を目的に、ITO/Ca/LiF 陰極を持つ逆構造透

明有機 EL を検討してきた 2)。しかし、Ca は容易に酸化し不安定であり、より安定な陰極が望ま

しい。今回、電子注入層(EIL)として ethoxylated polyethylenimine (PEIE)
3)を用いた逆構造透明有機

EL素子を検討したので報告する。 

[実験]  大気安定性向上を狙い逆構造を取った 4)。構造は ITO (160 nm)/ PEIE/ BCP (10 nm)/ Alq3 

(40 nm)/-NPD (50 nm)/ MoO3 (30 nm)/ IZO (100 nm)である。EIL は PEIE、比較として Ca 

(2.5 nm)/LiF(1 nm)を用いた。洗浄した ITO 基板上に PEIE 水溶液(40 wt%)のエタノール希釈液

(2 vol%)をスピンコート成膜し、エタノールによるスピンリンスを 2 回行った 3)。その後、BCP、

Alq3、-NPD、MoO3を抵抗加熱蒸着した。MoO3は IZO スパッタ堆積時のプラズマダメージから

有機層を保護する目的で用いた。IZOは RFスパッタ装置で、室温、0.2 W/cm
2、Arガス圧 5 mTorr

の条件で作製した。 

[結果] 図 1に電流密度－電圧特性を示す。EILとして PEIEを用いた素子は、Ca/LiFと比較し

高電圧化したが、塗布法を用いているため低電圧でのリーク電流成分が改善された。輝度－電流

密度、透過率、発光スペクトル特性は同等であった。PEIE を用いた素子は輝度 Top 270 cd/m
2、

Bottom 360 cd/m
2
 (@ 50 mA/cm

2
)、透過率 75% (@550 nm)で、今後最適条件を得ることで、ダーク

スポット低減や寿命向上を検討してゆく。 
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